
BE TRUE TO CHRIST

西南学院大学・大学院

西南学院中学校・高等学校

舞鶴幼稚園

早緑子供の園

2006(平成18)年度 事 業 報 告 書

(2006年4月1日から2007年3月31日まで）

学校法人 西南学院



目　　　　次

　Ⅰ．事業の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頁

    １．各学校概要報告

　　（1）本部　　　　　　　　 　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１

    （2）大学　　　　　　　　 　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１

　　（3）中学校・高等学校　　 　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２

    （4）舞鶴幼稚園　　　　　 　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３

　　（5）早緑子供の園　　　　 　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３

　  ２．各学校行事報告　　　 　　　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５

　  ３．大学第10次財政計画　 　　　 　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８

　  ４．その他　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８

　　（1）財務比率比較表（大学法人）　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９

 Ⅱ．主な２００６(平成１８)年度予算の執行状況（財務の概要）

　　１．資金収支計算　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０

　　２．消費収支計算　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１

　　３．貸借対照表　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２

　　４．学生数・財務比率などの推移　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３

 Ⅲ．法人の概要

　　 設置する学部・学科等名称及び入学・収容定員と学生数 ・・・・・・・・・・１６



学校法人西南学院の2006(平成18)年度の事業概要について、ご報告いたします。

Ⅰ．事業の概要

　はじめに
　　本学は、2001(平成13)年1月、学院創立100周年(2016年)に向けて、21世紀の西南学院が建学の
　精神に根ざして積極的に真理を探求し、研究やキリスト教に基づく全人格的教育・保育の活動を
　継続しながら、同時に激しく変化する学院内外の環境に柔軟に対応し、社会のニーズにも可能な
　限り応えることができる教育機関を目指した「西南学院の課題と展望」を策定しました。この課
　題と展望は、西南学院を絶えず改善するための「自己点検・評価」としても捉えています。

　21世紀の西南学院
１．21世紀に求められる学院の新しい共同体の形成
２．新しい教育改革と教育の理想
３．新しい時代のニーズを満たす革新的教育、研究
４．新しいキャンパスづくり
５．地域に開かれ、世界に開かれた学院

　西南学院の課題と展望
Ⅰ．学院「変わらぬ理念と高い目標」
Ⅱ．教育と研究「21世紀における“知”の再構築」
Ⅲ．学外連携「社会発展に資する開かれた研究・教育機関」
Ⅳ．組織・運営、機能「意思決定システムの再構築と諸機能の強化」
Ⅴ．施設・設備「新時代の期待に応えるキャンパス整備」
Ⅵ．財政「各学校、幼稚園、保育所の財政基盤の確立」

 １．各学校概要報告
（1）本部
　①　学院創立90周年記念行事
　去る5月15日(月)に記念式典、記念講演会、記念昼餐会等の諸行事を実施しました。今年
は創立90周年という節目の年を迎え、中村哲氏による記念講演会をはじめ音楽会など様々
な記念行事を催しました。

　②　本館入退館システムの導入(2006年11月27日から）
　③　特許庁への商標(サービスマーク)登録

 (2) 大学
  ①　学外連携施設の建設（地域社会や同窓生、企業などとの連携を推進する拠点と
　　なる施設）
  ②  ドージャー記念館（大学博物館）2Fパイプオルガン設置
  ③  校舎等耐震診断（西南会館、６号館）
  ④  奨学基金及び教育研究振興基金追加積立
  ⑤  施設整備資金積立（西キャンパス整備）
  ⑥  法科大学院の充実（第三者トライアル評価、奨学金の増額、図書館閲覧机増設）
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　⑦　教育研究推進機構の設置と教育･研究の質的向上を図る資金の新設
  ⑧  マルチメディア教室の増設
  ⑨  図書館の充実（オンライン資料、書架の床固定（地震対策)）
  ⑩  博物館の開館（聖書及びキリスト教に関する資料を展示、調査・研究）
  ⑪  コミュニケーションプラザの充実
  ⑫  福岡都市圏大学連携オープンキャンパス事業
  ⑬  夏期日本語セミナー実施（協定校学生対象）及び日本留学フェア－参加（於カ
 ナダ）

  ⑭  新研究科設置に伴う各種大学院研究支援
　⑮　学術研究所及び図書館通用口入退館システムの導入(2007年1月11日から）

（3）中学校・高等学校
　①　教育目標
　「主を畏れることは知恵の初め。」これは旧約聖書の「箴言」にある聖句です。
　知識を学ぶだけではなく、物事の善し悪しを判断する知恵と、これらをどのように社会
に生かしていくかを、聖書を通して学んでいきます。
　「人の嫌がることはしない」という消極的な生き方ではなく、「自分にして欲しいと願
う事を隣人におこなう」という積極的な生き方を学んで欲しいと願っています。
　西南学院の教育の根幹にある聖書があり、ゆとりある教育と豊かな環境の中で生徒を育
てるために、下記のような教育方針を定めています。
 i) 他者（隣人）を思いやる愛の精神を養う。
　　私たちは神様に愛され望まれて生まれてきました。私たち一人ひとりに注がれている
　神の無限の愛を知ることが最も大切なことです。そこに私たちの出発点があります。
ii) 神から授かった賜物（能力・個性）をどう生かすか。
　　神様は私たちにたくさんの賜物を与えてくださいました。重要なのは、賜物の代償で
　はなく、それをどう生かすかということです。知識という賜物を生かすために教科指導
　及び進路指導にも力を注いでいますが、その知識をどう生かすかという点にまで踏み込
　んで教育するのが西南の特色です。

　②　中学･高等学校入学実績　(2007年度入試）
志願者数 合格者数 入学者数

中学校 1,468名 487名 217名
高等学校 1,380名 750名 430名

※ 高等学校入学者数には一貫生199名を含んでいます。
※ 入学者数については、2007年4月現在。

　③　主な大学合格実績 (2007.3現在）
東京大学　 4名 京都大学　 4名 大阪大学　 1名 東京外語　 2名 一橋大　 　4名

北海道大　 1名 筑波大　   2名 九州大学  47名 九州工業  17名 熊本大学　12名
西南学院 146名 早稲田大  36名 慶應義塾  18名 上智大学　 6名 立命館大  61名

　④　主な学友会活動
 ⅰ) 高等学校
   「九州大会」
    ・  書道部　第12回高文連書道展（優秀賞）鈴木絵里
    ・  陸上部　新人戦全九州大会　高武華子（優勝）走幅跳・森山暢也２００M
     ･   女子ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ部　九州高校選抜ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ選手権大会出場　2位ﾘｰｸﾞ2位（佐賀）
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（4）舞鶴幼稚園
　①　正門IDカードの導入・園内ビデオカメラ設置
　2005年度末より不審者対策の強化としてカード式のセキュリティー・システムとカメラ
を整備し、2006年4月より運用を開始しました。特に大きなトラブルもなく、保護者には
好評です。今後は、新倉庫建設にあわせ、駐車スペース側の整備などにも着手する予定で
す。

　②　園内チャイムの設置
　保育の開始時（午前9時）と園庭開放終了時（午後3時）の2回、チャイムが鳴るように
整備しました。

<補足> 園児数
2006年5月　在園児数 162名（年少組 46名、年中組 54名、年長組 62名）
2007年3月　卒園児数  62名

（5）早緑子供の園
　①　障害児保育
　幼児クラスは3～5歳児の混合クラス（縦割りクラス）を編成して10年目となりました。
その中で、障害児も多く受け入れ、健常児と共に育ちあう環境を作るなど個別の育ちを援
助するとともに、西部療育センターやあいあいセンター等との専門機関との連携を深めま
した。2月には市の保育主催の障害児保育の研修会において、保育の実践の発表を行いま
した。

　②　舞鶴幼稚園との交流・連携
　花の日礼拝や収穫感謝礼拝等の全園的な行事を合同で行ったり、同年齢同士で集まって
の交流会や合同園外保育を実施するなど、園児同士の交流を深めるための新たな試みを始
めました。また、教師・職員間でも近隣マンション建築工事に関する対応を協議するなど、
合同で取り組む機会が増えてきました。

　③　子育て支援

    ・  ヨット部　男子FJ級　沖縄大会参加
    ・  吹奏楽部　第24回九州マーチングコンテスト　金賞
   「全国大会」
　　･　 陸上部　 全国大会　上野真未奈・御堂峰弘・高武華子
    ･  兵庫国体　高武華子（少年B走幅跳）第3位
    ･  ヨット部　男子FJ級　和歌山市参加　
    ･  書道部　　高文連全国大会　京都市　仁田原裕子
    ･  将棋同好会　高文連全国大会　京都市　古野絢子
    ･  マルチメディア部　WRO　JAPAN大会出場
   「世界大会」

        ･     陸上部　全九州中学校陸上競技大会　長尾真紀（100H　3位）
   「全国大会」
      ・   陸上部　全日本中学校陸上競技大会　長尾真紀（100H　出場）

    ・  物理部　第37回国際物理オリンピック（銅メダル）谷崎佑弥
     ･   Robo Cup 2006 ドイツ大会参加　奥山弘祐

ⅱ) 中学校
   「九州大会」
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　地域の子育て支援という役割も大きくなり、園児以外の親子を対象とした「すみれ会」
を発足、30名を超える会員が集まりました。この会員対象の「遊ぶ会」等の行事を開く機
会を積極的に増やすとともに、育児相談の受け付け等も随時行うようにしています。
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２．各学校行事報告     〔2006(平成18)年4月1日～2007(平成19)年3月31日〕
   (1)  本 部・事 務 局    (2)  大     学

  4月 ･新任教職員オリエンテーション(4日) ･入学式（3日）

･キ学教同盟西南地区協議会総会(21日:本学) ･オリエンテーション(4～7日)

･前期授業開始(大学;10日：法科大学院;3日)

･九州六大学野球春季応援合戦(12日)

  5月 ･学院創立90周年記念講演会(12日) ･大学博物館開館式(13日)  ･開館(15日)

･西南デー(14･21日) ･学院創立90周年記念式典(15日)

･学院創立90周年記念式典(15日) ･留学生別科終了式(19日)

･国際文化学科創設30周年記念式典(20日)

･第1回ホームカミングデー(27日)

･春季キリスト教フォーカス･ウィーク(30日～6月1日)

  6月 ･聖書に親しむ会(1日) ･私立大学フォーラム(24日:本学)

･学院創立90周年記念演奏会(2日)

･キ学教同盟第94回総会(9･10日:九州学院）

･キ学教同盟西南地区中高聖書科研修会(15･16日:長崎)

･早良区自衛消防隊操法大会(27日:福岡市消防学校)

  7月 ･日本バプテスト連盟事業体懇談会(21日:京都） ･ありがとうランキン･チャペル(15日)

･キ学教同盟夏期研究集会(27～29日:静岡･東山荘) ･前期試験(大学;18～31日: 法科大学院;25日～8月4日)

･キ学教同盟事務職員夏期学校(29～31日:静岡･東山荘) ･大学改革フォーラム(24日)

･大学入試ｾﾝﾀｰ法科大学院適性試験(25日)

･オープン･キャンパス(29日)

  8月 ･キ学教同盟西南地区夏期学校(2･3日:本学) ･夏季休暇(1日～9月21日)

･キ学教同盟西南地区新任教師ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ(2･3日:本学) ･法科大学院夏季休暇(5日～9月24日）

･キ学教同盟西南地区校長会(3日:本学)

･キ学教同盟西南地区事務職員研修会(17･18日:本学)

･職員夏期修養会(23･24日:熊本)

  9月 ･キ学教同盟大学部会研究集会(5･6日:京都) ･留学生別科入学式(6日)

･キ学教同盟西南地区大学部会研究会(１1･12日:活水学院) ･大学院秋期入試(11日)

･学術研究所防火訓練(15日)

･後期授業開始(大学;22日: 法科大学院;25日)

･法科大学院入学試験(23日)

･修学懇談会(23･30日)

･前期卒業証書･学位記授与式(27日)

 10月 ･３年次転･編入等、帰国子女、AO選抜入試(7日)

･論文特別入試(筆記;13日) ･修学懇談会（14･21･28日)

･秋季キャンパス相談会(28日) 

 11月 ･キ学教同盟西南地区事務長会(9･10日:沖縄) ･全学指定校制､独自指定校制､西南女学院高推薦

･キ学教同盟全国学校代表者協議会(11日:聖学院) 入試(11日)　･西南高推薦入試(11･17日)

･日本バプテスト連盟定期総会(15～17日:天城山荘) ･公募制推薦､自己推薦入試(16日)  

･聖書に親しむ会(30日) ･大学祭(16～19日)　・論文特別入試(面接;17日)

･秋季キリスト教フォーカス・ウィーク(28～30日)

 12月 ･学院創立90周年記念公開講演会(1日) ･学長･副学長退任式･就任式(14日)

･学院教職員クリスマス(13日) ･キャンドルサービス(20日)

･西南学院コミュニティ クリスマス(22日) ･冬季休暇(23日～1月8日)

  1月 ･キ学教同盟西南地区校長会(26日:本学) ･大学入試センター試験(20･21日)

･後期試験(22日～2月2日)

  2月 ･一般入学試験(6～10日)　･後期試験(法科大学院;5～22日)

･法科大学院既修者選抜試験(17･18日)

･大学院春期入試(23･24日)

･一般入試･大学入試ｾﾝﾀｰ試験利用入試合格者発表(23日)

  3月 ･キ学教同盟西南地区中高部会研修会(キ学教同盟 ･２年次転・編入、外国人入試(2日)

全国中高部会と合同開催)　(27～29日:活水学院) ･西南ファカルティ リトリート(16日）

･卒業礼拝､ 卒業証書･学位記授与式(20日)

･西南ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｾﾚﾓﾆｰ(31日)

※キ学教同盟＝キリスト教学校教育同盟

※公募制推薦＝英文､フランス専、商学部    西南女学院高推薦＝経済学部､法学部､人間科学部　　ＡＯ選抜入試＝英専

自己推薦＝英文､法学部　独自指定校制推薦＝神学部､フランス専、商学部、法学部、福祉　論文特別入試＝経済学部
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   (3)  高  等  学  校    (4)  中  学  校

4月 ･入学式(7日) ･入学式(7日)

･始業式(10日) ･始業式(10日)

･新入生オリエンテーション(11･12日) ･１年学院紹介オリエンテーション(11日)

･２年集団生活(25～27日)

5月 ･後援会総会(13日) ･学院創立90周年記念式典(15日)

･学院創立90周年記念式典(15日) ･中間考査(16･17日)

･中間考査(19～23日) ･同和研修会(19日)

･同和研修会(19日) ･後援会総会(24日)

･教員聖書研究会(30日) ･前期ミッションウィーク(29･30日)

･前期ミッションウィーク(31日～6月2日) ･教員聖書研究会(30日)

6月 ･同和特設授業(12～15日) ･同和特設授業(5日)

･期末考査(23～28日) ･クラスマッチ(6日)

･期末考査(26～28日)

7月 ･スポーツフェスティバル(5～7日) ･終業式(19日)

･終業式(19日)

8月 ･中・高教員研修会(30日) ･中・高教員研修会(30日)

9月 ･始業式(1日) ･始業式(1日)

･文化祭(15･16日) ･体育大会(23日)

10月 ･中間考査(5～11日) ･中間考査(10･11日)

･教員聖書研究会(12日) ･教員聖書研究会(12日)

･２年生林間学校(16～20日) ･学年別遠足(20日)

･１･３年生遠足(20日)

11月 ･同和特設授業(6日) ･合唱発表会(2日)

･後期ミッションウィーク(8～10日) ･後期ミッションウィーク(6～8日)

･期末考査(29～12月5日) ･期末考査(29～12月1日)

12月 ･クリスマス礼拝(13･14日) ･クリスマス礼拝(12日)

･フェアウェルパーティ(18日) ･終業式(22日)

･終業式(22日)

1月 ･始業式(9日) ･始業式(9日)

･専願入学試験(23日) ･入学試験(18日)

･専願入試合格発表(25日) ･合格発表(20日)

2月 ･前期入学試験(2日) ･入学説明会(3日)

･前期入試合格発表(6日) ･３年修学旅行(14～16日)

･後期入学試験(10日) ･教員聖書研究会(23日)

･後期入試合格発表(14日) ･期末考査(26～28日)

･教員聖書研究会(23日)

･期末考査(23日～3月2日）

･卒業礼拝(28日)

3月 ･卒業式(1日) ･卒業礼拝(13日)

･転入学試験(16日) ･修了式(14日)

･入学者説明会(21日) ･終業式(22日)

･終業式(22日)
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   (5)  舞 鶴 幼 稚 園    (6)  早 緑 子 供 の 園    

  4月 ･始園式(12日) ･入園式/保育開始(1日）

･入園式(13日) ･幼児クラス懇談会(14日)

･教会学校開始(17日) ･イースター礼拝(17日)

･母の会総会(21日) ･乳児クラス懇談会(21日)

･父母礼拝開始/社会見学(28日) ･年長児社会見学(26日)

  5月 ･未就園児保育･預かり保育開始/ミニ講演(10日) ･春季総合検診/保護者会総会(11日）

･社会見学(12日） ･保育園で遊ぼう会(13日）

･父親参加の日(14日) ･学院創立90周年記念式典(15日)

･学院創立90周年記念式典(15日）

･排泄相談(18日)

･歓迎遠足（23日)

･防災訓練(30日)

  6月 ･歯科検診(1・2日) ･さみどり小中学生の集い(3日)

･花の日礼拝(5日） ･花の日礼拝(5日)

･交通安全教室(7日） ･年長児西南学院訪問(6日)

･ﾐﾆ講演(7･14日) ･歯科検診(9日)

･光組社会見学(16･23日) ･育児講座(10日)

･防災訓練(19日)    ･避難訓練(29日) ･乳児子育て談話会(23日)

  7月 ･光組社会見学(7日) ･保育園で遊ぼう会(1日）

･夏まつり(9日) ･早緑こどもまつり(15日)

･１学期終業(18日) ･プール開き(19日)

･夏期休暇(19日～9月4日)

･未就園児対象ちびっこ水あそび(19日)

  8月 ･夏期保育(24～28日) ･さみどり小中学生の集い/キャンプ説明会(25日)

･光組合宿保育(29～31日)

  9月 ･２学期始業(5日)　 ･育児相談会(2日）

･未就園児対象ちびっこどろんこあそび(8日) ･キャンプ(8～9日）

･ミニ講演(13日） ･おじいさん、おばあさんと遊ぶ会(22日)

･光組社会見学(15日） ･乳児保育参観(30日)

 10月 ･願書配布（2日） ･年長児社会見学(4日)

･運動会(7日) ･秋季総合検診(12日)

･月組お泊り保育(19・20日) ･さみどり運動会(21日)

･光組社会見学(26日） ･芋ほり遠足(25日)

･園児秋の健康診断(27日) ･保育園で遊ぼう会/育児講座(28日）

･年長児卒園記念製作(30日)

 11月 ･願書受付(1日)  ･交通安全教室(2日)

･バザー(3日) ･さみどりバザー/さみどり小中学生の集い(11日)

･新入園児面接(6日) ･感謝祭礼拝(13日)

･みかん狩り遠足(月･光組:9日､花組:10日) ･入園説明会/おもちゃ作りの会(18日)

･感謝祭礼拝(13日) ･アドベント礼拝(27日)

･避難訓練(17日)

 12月 ･クリスマス礼拝(1日） ･クリスマスメッセージ(2日)

･クリスマス(花組:5日､月組:7日) ･クッキー作り(7日)

･クリスマス祝会(昼の部:14日､夜の部:16日) ･こひつじクリスマス(9日)

･２学期終業(18日) ･さみどりクリスマス(23日)

･冬期休暇(19日～1月9日) ･年末年始休園(29日～1月3日)

  1月 ･３学期始業(10日) ･保育開始(4日)

･親子もちつき大会(20日) ･入園説明会/保育園で遊ぼう会/小学生同窓会(13日)

･就学前講演会(27日) ･就学相談会(26日)

･もちつき会(27日)  ･年長児社会見学(31日)

  2月 ･春を呼ぶ会(月組:15日､光組:21日､花組：28日) ･育児講座(3日）

･さみどり文化祭(24日）

  3月 ･母の会総会(2日) ･小中学生の集い/2007年度入所児発表(3日）

･卒業礼拝(4日） ･お別れ会(6日)

･光組社会見学(6日） ･お別れ遠足(7日)

･卒業式(17日) ･幼児クラス懇談会(9日)

･終業式(19日) ･乳児クラス懇談会(16日)

･新入園児体験入園(20日) ･保護者会臨時総会(20日)

･子ども同窓会（21日) ･卒園式(23日)

･カリキュラム研究会(27･28日) ･保育終了(31日)
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    ３． 大学第10次財政計画　（2006年度～2009年度）

　　西南学院大学では、教育研究水準の着実な向上を図るため、これまで数次に亘る財政計

　　　画を策定・実施して参りました。2006年度は第10次財政計画の初年度にあたります。

(1)　基本方針

①　第10次財政計画の期間は、大学の１サイクルである４年間とする。

②　学費は、経済状況等を考慮し、総合的な判断から原則として改定せず、据え置くこと

　とする。

③　教育研究の質的向上を実現する財政措置と組織・制度の再整備を行う。

④　施設建設及び施設拡充資金積立による財政の安定化を図る。

(2)　主な実施計画事業

①　教育・研究の質的向上を図る資金の新設及び教育研究振興基金の増額

②　キャンパス整備資金積立及び大学奨学基金の増額

③　学外連携施設の建設（2006年度実施済み）

④　チャペル（講堂）の建設（建替え；2007年度）

⑤　田尻校地（仮称）整備（2006年度～2009年度）

⑥　男子寮の建設（建替え；2007年度）

⑦　情報処理環境の整備（2007年度）

⑧　ＬＬ機器更新並びにＣＡＬＬシステムの拡充（2007年度）

⑨　校舎等の耐震改修整備（2007年度～2009年度）

⑩　ドージャー記念館（大学博物館）２Ｆパイプオルガン設置（2006年度実施済み）

　　(3) 第10次財政計画期間の収支概算（2006年度～2009年度）

帰属収入 学費

施設拡充積立金等取崩収入 手数料

第9次財政計画期間からの繰越金 寄付金

補助金

消費支出 資産運用収入

資本支出 事業収入

予備費 雑収入

繰入金

　４．その他

　　(1) 財務比率比較表（大学法人）

科　　目 概算額（単位：千円） 帰属収入の構成比

収
入
の
部

34,635,558 84.9%

3,681,831 5.5%

1,847,485 0.3%

合　　計 40,164,874 5.0%

支
出
の
部

32,274,278 0.4%

8,193,236 1.1%

200,000 2.0%

合　　計 40,667,514 0.8%

収・支（△）差額 △ 502,640
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(1)財務比率比較表（大学法人） （単位：％）

・(資料）平成18年度版　今日の私学財政（日本私立学校振興・共済事業団）

・上表区分中、「全国」は医歯法人を除く、「同系統」は「文他複数学部；155法人」である。

・(評価）△　高い値が良い　　▼　低い値が良い　　～　どちらともいえない

▼

△

～

▼

▼

▼

▼

△

△

～

△

△

△

▼

▼

▼

▼

▼

1.9

負 債 比 率

運用資産－外部負債
消費支出 2.22

退 職 給 与

流 動 負 債

引 当 預 金 率

前 受 金 保 有 率

流動負債

消
費
収
支
計
算
書
関
係
比
率

自己資金は充
実されているか

長期資金で固
定資産は賄わ
れているか

資産構成はどう
なっているか

収入と支出のバ
ランスはとれて
いるか

経営状況はどう
か

収入構成はどう
なっているか

支出構成は適
切であるか

全国平均
2005年度区 分

減価償却累計額(図書除く）

貸
　
借
　
対
　
照
　
表
　
関
　
係
　
比
　
率

負債に備える資
産が蓄積されて
いるか

負債の割合はど
うか

自 己 資 金
構 成 比 率

自己資金

評価

△93.2 92.7 86.4 87.2

同系統西南学院
2006年度 2005年度 2005年度

総資金

△ 2.6 △ 2.9消 費 収 支 差 額 消費収支差額
7.5 7.8 △

△99.9 96.3 96.899.5

固 定 比 率

構 成 比 率 総資金
基本金

基 本 金 比 率

98.7 96.7

基本金要組入額
固定資産
自己資金

90.5 89.2

94.0

適 合 率 自己資金＋固定負債
固 定 長 期 固定資産

91.6 90.6

93.3

85.2 84.3構 成 比 率 総資産
固 定 資 産 固定資産

87.7 86.5

60.4 60.8構 成 比 率 総資産
有 形 固 定 資 産 有形固定資産

62.3 63.2

24.9 23.5構 成 比 率 総資産
その他の固定資産 その他の固定資産

25.4 23.3

流 動 資 産 流動資産
12.3 13.5構 成 比 率 総資産 14.8 15.7

40.0 40.0減 価 償 却 比 率

内 部 留 保 運用資産－総負債
31.0資 産 比 率 総資産

減価償却資産取得額（同）

29.5 26.0 26.4

31.4 29.2

運 用 資 産
余 裕 比 率

流 動 比 率

△

△

2.14

301.5 253.0 286.9

1.9

329.6

288.9

前受金
現金預金

384.1 419.2 315.0

流動資産

退職給与引当資産

0.4

7.3

100.0 100.0 66.7 62.6

流動負債

退職給与引当金

5.8

固 定 負 債 固定負債
2.5総資金

構 成 比 率 総資金 4.3 4.5 5.5

構 成 比 率

12.8総資産
総 負 債 比 率

総負債
6.8 7.3

2.8 7.8

総負債
7.2 7.9 15.8

13.6

13.1 12.4

0.5

72.6

9.7 10.0 12.5

79.1

0.0

帰属収入 21.8

12.8帰属収入
補助金

教育研究経費
21.1

▼

△
差 額 比 率 帰属収入
帰 属 収 支 帰属収入－消費支出

14.7自己資金

9.6 7.7

納 付 金 比 率 帰属収入
学 生 生 徒 等 学生生徒等納付金

～

3.4 3.6帰属収入
寄付金

1.1 0.7 △

73.077.5

△

54.5帰属収入
人件費

60.0 59.9 ▼51.3

△

帰属収入
管理経費

5.4 5.3 ▼8.5 8.8

28.5 26.4

消費収入 101.1 98.1
消費支出

107.5 109.5

学生生徒等納付金

7.4

77.4

15.9

人件費

基本金組入額
帰属収入

75.7 70.7

14.0

0.1

74.6

7.5 11.7 9.8

15.710.7

減 価 償 却 費 比 率

基 本 金 組 入 率

借入金等利息
利 息 比 率 帰属収入

寄 付 金 比 率

補 助 金 比 率

人 件 費 比 率

管 理 経 費 比 率

経 費 比 率
教 育 研 究

借 入 金 等

減価償却費
帰属収入

人 件 費 依 存 率

消 費 収 支 比 率
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Ⅱ．主な2006(平成18)年度予算の執行状況(財務の概要）
　     当期の予算の執行状況について、その概要をご報告いたします。

  １．資金収支計算
　　  資金収支計算について、その内容をご報告いたします。

資金収支総括表
（収入の部）

△ 832,462

(単位：千円）

185,550

247,065
4,381,129
3,089,754

1,092,620

6,952,058

△ 9,465

△ 417,660
109,734

1,810,097
4,236,608

501,313
3,578

△ 200,020

管理経費支出

850,652

（支出の部）
科目

人件費支出
教育研究経費支出

借入金等利息支出
借入金等返済支出

前受金収入
その他の収入

前年度繰越支払資金
収入の部合計

資金収入調整勘定
当年度資金収入合計

次年度繰越支払資金
支出の部合計

設備関係支出
資産運用支出

経常的収支計算

科目

経常的収入（網掛け科目)

1,789,449
9,267,058
11,056,507
予算

経常的支出（網掛け科目)

経常的収支差額

567,387
53,491

△ 63,682

312,485
△ 176,258

88,449
1
0

当年度資金収支差額 △ 1,894,717

23,797,457

資金支出調整勘定

185,550
施設関係支出 1,418,039

300,556
4,317,447

当年度資金支出合計

その他の支出
予備費

差異予算

24,629,919 △ 832,462

決算

779
△ 115,070
△ 146,4571,663,640

3,818,948
△ 2,050,544
16,223,071 17,055,533

△ 2,160,278

7,574,3867,574,386

589,762
3,579

23,797,457

6,711,341
1,962,376 1,649,891

6,887,599

11,234,566
9,042,381
2,192,185

△ 178,059
224,677

△ 402,736

資産運用収入
資産売却収入
事業収入

396,051雑収入 280,981

195,764
1,934,540
177,511

△ 26,448
△ 25,406

学生生徒納付金収入
科目

手数料収入
寄付金収入
補助金収入

予算
8,744,565
506,697

(単位：千円）

差異
24,492

△ 26,941
92,461

186,299
1,734,520
178,290

1,067,214

決算
8,720,073
533,638
118,909

2,503,958
218,172
△ 92,992
18,117,788

△ 118,670

24,629,919

17,677,861
5,679,669

△ 585,796
218,172

439,927
25,678

△ 1,272,389
△ 832,462

△ 1,272,389

(単位：千円）

差異

△ 622,328

決算

大学募金事業により
増加しました。

補助金対象となる教員数が増加し、教員
一人あたりの学生数が減少したこと等か
ら、経常費補助金が増額しました。

早期退職者による私学退職金団体交付
金が増加しました。

大学入学手続者が増加しました。

退職給与引当金繰入額及び中高預り金
により増加しました。

早期退職者による退職金が増加しま
した。

物品等の調達や業務委託内容
の見直し、光熱水費等の経費
節減に取り組んでいます。

大学ﾁｬﾍﾟﾙ建設工事を次年度へ繰
り延べたため、建設仮勘定にかかる
支払が減少しました。

債券購入を市場の動向により買
い控えました。

受験者数の増加により増
加しました。
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２．消費収支計算
　　消費収支計算について、その主な内容をご報告いたします。

消費収支総括表

※帰属収入（１１２．４億円）の構成比率 ※消費支出（９７．７億円）の構成比率

３．貸借対照表

△ 115,855
△ 188,436

△ 35,520

差異

779

13.1%

24,492
△ 26,941

△ 1,577,710

315,923

△ 15,552

0

1,092,620

8,720,073
533,638

722,761

3,578

翌年度繰越消費収入超過額

前年度繰越消費収入超過額

当年度消費支出超過額

帰属収支差額

資産運用収入
資産売却差額
事業収入

学納金（幼稚園）
手数料
寄付金
補助金

当年度消費収入超過額
帰属収支差額比率

基本金取崩額

雑収入
帰属収入合計

資産運用収入
資産売却差額

寄付金

学生生徒納付金
手数料

科目

消費支出の部合計

資産処分差額

予備費

借入金等利息支出

徴収不能引当金繰入額

（内、減価償却費）

（消費支出の部）

（内、減価償却費）
管理経費

補助金

基本金組入額合計
消費収入の部合計

科目

事業収入

人件費
教育研究経費

（消費収入の部）

8,744,565
予算

9,465,334

2,089

127,981

(単位：千円）

決算

92,461
506,697

1,067,214
186,299

△ 25,406
△ 9,465

2,609 △ 520

9,775,082

35,188
0 0

910,112 1,471,950

104,501
605,814

105,884
3,579

10,148,484
218,923

43,641

△ 1,593,262
11,058,596

178,290

195,764

11,247,032
280,981

177,511
396,836

89,832

9,669,322

2,372,653

決算
6,749,396

△ 203,988

(単位：千円）

695,646
726,200

△ 242,824
予算
6,506,572
2,688,576

差異

3,439

1
1,383

△ 8,453

218,923
0

373,402

雑収入

学納金（大学）
学納金（中高）

8.2%
0

1.6%

683,150
4,561,150 4,561,150

105,760

4,455,3903,878,000
0 0

3.5%

66.5%
10.5%
0.6%
4.7%
1.1%
9.7%
1.7%
0.0%

0.4%

教員人件費
職員人件費
退職給与引当金繰入額

教育研究経費
（内減価償却費）
管理経費
（内減価償却費）
借入金利息
資産処分差額

7.4%
6.2%
1.1%
0.0%

24.3%

0.0%徴収不能引当金繰入額

43.9%
20.6%
4.4%

大学奨学金にかかる徴収不能引当金
を減額（戻入）しました。

11



　　貸借対照表について、前年度からの増減の主な理由をご報告いたします。

貸借対照表

資産の部 （単位：千円）

固定資産
　有形固定資産
　その他の固定資産
流動資産

負債の部、基本金の部、消費収支差額の部

固定負債
流動負債

基本金
消費収支差額

（参考）

※正味資産＝資産－負債（＝基本金＋消費収支差額）

730,338
60,016 245,566 △ 185,550

減価償却額の累計額
基本金未組入額

8,498,991 7,768,653

59,458,826 58,219,378 1,239,448

正 味 資 産 55,440,769 53,968,819 1,471,950

50,985,378 49,407,668 1,577,710
4,455,391 4,561,151 △ 105,760

2,534,230 2,608,537 △ 74,307
4,018,057 4,250,559 △ 232,502

本年度末 前年度末 増減
1,483,827 1,642,022 △ 158,195

科目
負
債

合 計

合 計

科 目 本年度末 前年度末 増減

1,239,448

資

産

合 計 59,458,826

13,557,420
7,863,687
58,219,378

1,780,724
235,886

15,102,258
7,322,411

1,544,838
△ 541,276

52,136,415
37,034,157

50,355,691
36,798,271

資産、負債、正味財産の推移

594
546

559 571 582

4042454849

554
497 526511 540

0

100

200

300

400

500

600

700

2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度

億円

資産

負債

正味財産

男子寮建設用地取得による増加です。

大学第10次財政計画による施設
拡充引当資産と第3号基本金の
増額及び有価証券の増加です。

借入金返済及び退職給与引当金の減少
です。

短期借入金の減少による
ものです。
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４．学生数・財務比率などの推移

0

在学者数の推移　(5月1日現在)

7,664 7,975 8,107 7,789 7,711

104 106 145 199 254

1,959 1,974 1,983 2,008 1,994

264 270 280 277 269

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

人

幼稚園・保育所

中学・高校

大学院

大学

入学試験志願者数の推移

15,092
15,969 15,989

14,666
15,241

377 344 243 175

1,246

1,534 1,551 1,581

1,338 1,294 1,308
1,468

1,798

1,372

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度

大学（人）

0

300

600

900

1,200

1,500

1,800

2,100

2,400

2,700

3,000

中･高、法科大学院
（人）

大学

法科大学院

高等学校

中学校

教職員数の推移

198192191188184

78 76 77 76 75

20 20 21 21 19

205 209 206 207 205

0

50

100

150

200

250

2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

人

大学

中学・高校

幼稚園・保育所

職員(法人全体）
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人件費(消費支出)の推移

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

億円

教員人件費 38.6 40.2 41.6 41.8 42.9

職員人件費 19.4 20.4 20.8 20.5 20.2

退職給与引当金繰入額 2.7 3.3 2.8 3.1 4.3

役員報酬 0.2 0.1 0.1 0.2 0.1

2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度

帰属収入と帰属収支差額の推移

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

億円

帰属収入 104.8 116.1 112.1 109.6 112.4

帰属収支差額 18.8 13.8 14.7 13.6 14.7

翌年度繰越消費収支差額 32.0 33.1 43.5 45.6 44.5

2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度

消費収支計算書の財務比率の推移

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0
100.0
110.0
％

消費支出比率 82.1 88.2 86.9 98.1 101.1 

学生生徒等納付金比率 79.8 75.0 79.4 79.1 77.5 

人件費比率 58.3 55.2 58.3 59.9 60.0 

教育研究経費比率 17.3 20.0 22.1 21.8 21.1 

帰属収支差額比率 17.9 11.8 13.1 12.4 13.1 

補助金比率 9.7 9.7 9.4 10.0 9.7 

寄付金比率 0 5 0 7 0 7 0 7 1 1

2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度
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貸借対照表財務比率の推移(１)

7.57.87.65.95.9

99.999.599.198.598.1

288.9301.5307.2

374.4372.7

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

400.0

2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度

％

消費収支差額構成比率

基本金比率

流動比率

貸借対照表財務比率の推移(2)

7.2
7.9

8.5
9.49.8

8.9 8.6
7.8

7.3
6.8

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度

％

負債比率

総負債比率

各種引当資産の推移

71.7
88.9 75.1 75.7 69.5

38.2
43.2 62.8 72.4 86.0

69.5
62.9 54.5 28.1 30.2

18.1
18.3 17.0

15.8
14.4

10.7
10.7 10.7

11.710.7

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度

億円

第3号基本金

退職給与

施設拡充

有価証券

現金預金
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Ⅲ．法人の概要

設置する学部学科等名称及び入学・収容定員と学生数

【大学・学部】
学部 学科 専攻

神学部 神学科
文学部 英文学科

外国語学科 英語専攻

ﾌﾗﾝｽ語専攻

計
計

商学部 商学科
経営学科
計

経済学部 経済学科
国際経済学科
計

法学部 法律学科
国際関係法学科
計

人間科学部 児童教育学科
社会福祉学科
計

国際文化学部 国際文化学科 ※ 560

・学生数は2007年5月1日現在
・人間科学部社会福祉学科は3年次に編入学定員（30名）を設定
・国際文化学部国際文化学科は2006年4月開設・20名定員増（※）

【大学院】

入学定員入学者 収容定員学生数 入学定員入学者 収容定員学生数

【高等学校、中学校、幼稚園、保育所】

660

400
1200

600
600
1200

1060

6460

1080
320
1400
400

200
600
1000

108.0%
98.1%
121.1%

648
157
109
2,235

600
160
90

108.5%

22
730

200 217
61

中学校
幼稚園
保育所

計

95.6% 1,350 1,321 97.9%
区分

高等学校 450 430
入学定員 入学者 生徒等数 比較

3

20

910
1120

比較 収容定員

117.8%
690 123.2%
7719 119.5%

1249

7
7

119.1%
478 119.5%
771 116.8%

1667

118.1%
1297 120.1%
370 115.6%

1417

122.8%
964 120.5%
453 113.3%

1474

122.0%

122.3%

742 123.7%
732

117.0%
734
1179 117.9%

234

107.5%
445 111.3%
500 125.0%

43

115.3%
109.3%

10
10

1
11

計

4

178
297

800

収容定員

100 116 116.0%
40
400

入学定員

10
入学者

6

経済学研究科

比較

60.0%

150
300 337 112.3%

173
164

20

10
3
10 20

10
5

20

14
14

250
150

150

1610

2
0 9 2

108.0%
124.7%

3

11 2

1879

博士前期（修士）課程

185

20

118.7%
118.8%

3

123.3%
116.7%

3 3
6

2 9 2
1 9
0

266

392
119

304
88

108
374

1
11 3 2 9 2

1 6

2 9

115.2%

119.0%

9

133.0%

112.6%
110.0%
112.0%

3

61
111.0%
122.0%

4

博士後期課程

172
288

114.7%

21 3

400

計 69 44 138 90 20 8

研究科

111

60 20

法律学専攻
経営学専攻
英文学専攻
仏文学専攻
経済学専攻
神学専攻
人間科学専攻
国際文化専攻

350

法学研究科
経営学研究科

文学研究科

専攻

10
5

8
4

100

国際文化研究科

150
250
150

人間科学研究科

200
100
300

神学研究科

270

法務研究科 法曹養成専攻 50 64 専門職学位課程150

100
50

151

80

比較学生数
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所在地

法人本部・大学・大学院（法務研究科を含む）
〒814-8511　　福岡県福岡市早良区西新六丁目2番92号　 電話 092-823-3201

西南学院中学校・高等学校
〒814-8512　　福岡県福岡市早良区百道浜一丁目1番1号　 電話 092-841-1317

舞鶴幼稚園
〒810-0053　　福岡県福岡市中央区鳥飼一丁目6番1号　 電話 092-751-6650

早緑子供の園
〒810-0053　　福岡県福岡市中央区鳥飼一丁目6番5号　 電話 092-761-3408

役員・評議員・教職員の概要

【役員】 （2007年4月1日現在）
理事　　　理事長　　　　 斉藤  末弘

監事 ２名

【評議員】 （2007年4月1日現在）

【教職員】 (2007年4月1日現在)

※大学嘱託職員には、社会福祉学科実習助手を含む。

高等学校 47

64

大学 181 9 4 88 33 315

63 1

　（保育士
　　を含む）

　（法科
　　大学院）

本部

計常勤講師 特任教員 専任職員 嘱託職員学校等 専任教員 特別教員 実務家教員

４５名（理事を含む)

5

　　　　　　以下　理事２０名

91
中学校 23 3

2
11

幼稚園 9

2 11

2 2

保育所 8

計 268 9 4

　（保育士
　　を含む）

4945 3 162 43

13

1
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